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1  Nathalie Sarraute,« L’Ère du soupçon», dans Œuvres complètes, publiée sous la direction de Jean-Yves Tadié, 
Gallimard, coll. «Bibliothèque de la Pléiade», 1996, p. 1554. 
以降、サロートの著作は特にことわりのない限り全てこの全集から引用し、Œ.C と全集を略記する。また、
作品に関してもそれぞれ次のように略記し、日本語訳は以下の訳書を参照し必要に応じて変更を加えた。 
T : Tropismes(1939) 『トロピスム』、菅野昭正訳、新潮社、1965年。 
PI : Portrait d’un inconnu(1948) 『見知らぬ男の肖像』、三輪秀彦訳、河出書房新社、1970年。 
VL : Vous les entendez ?(1972) 『あの彼らの声が…』、菅野昭正訳、中央公論社、1976年。 






































   たいそう生真面目に、たいそう澄ましこんで、たいそう自分と他人を信頼し、自分の小さ
な世界にしっかりと根をおろして、彼女はそこに腰かけている。もうすぐお茶の時間を知ら
せる鐘が鳴ることを、彼女は知っている。 




5 Anne Minor, Nathalie Sarraute：“Tropismes,” “Portrait d’un inconnu,” “Martereau”, in The French Review, vol. 
33, 1959, p. 109. 
6 以下を参照。鈴木重生『ヌーヴォー・ロマン周遊』、中央大学出版部、1989年。 
7 同書、p. 182。 
8 Olivier de Magny, «Nathalie Sarraute ou l’astronomie intérieure» , dans Portrait d’un inconnu, Union générale 






































9 パンの一種。複数形はバンズ buns。中に具を挟み込んだり、ドライフルーツを入れるのが一般的。 
10 T, p. 25. 






































13 代表的なものとして、以下を参照。Jean-Paul Sartre, «Préface», dans Œ.C, pp. 35-39.  
Jean Pierrot, Nathalie Sarraute, J. Corti, 1990. 






































15 PI, p. 143. 
16 R-M アルベレス『現代小説の歴史』、新庄嘉章・平岡篤頼訳、新潮社、1965年、pp. 36-37。 




































18 VL, pp. 778-779. 
19 例えば以下を参照。Jacqueline Piatier, « Une cascade de rires », in Le Monde, 4 février 1972.  
Valerie Minogue, «Notice : Vous les entendez ? », dans Œ.C, pp. 1869-1880.  
なかでもミノーグは世代間の衝突を、それぞれの価値観の相違が浮き彫りになった 5 月革命と結びつける
見解を示している。 
20 VL, p. 779. 



















   このいじけた春の不安を誘う香り、はっきり形の定めがたいものがしきりに揺れ動く、茫
漠とした影をいっぱいに孕んだ香りと混ざり合いながら、彼らの言葉が、子どもの周りをび
っしりと取り囲んでいった。 















22 LS, p. 1554. 
23 T, p. 31. 
24 鈴木重生、前掲書、p. 188。 





































26 VL, p. 805. 
27 LS, p. 1597. 
28 Jean Pierrot, op. cit., p. 206. 
29 Ibid., p. 218. 































いない形式を用いるということ、さらに lieu comuun がもたらす会話のゲーム化ということを考
えれば、父子関係の持つ一般性という特徴はまさに彼女の技法に適していたと言えよう。 
 
（たかはし はる / 文学サブプログラム 1年）
 
31 Nathalie Sarraute, «Roman et réalité», dans Œ.C, p. 1644. 
